
2020 年６月 19日                第 14 号     (1) 

 
 

 ※（全国）市民連合が、宇都宮さん支援の声明

を出しました。参考までに添付します。 

 

2020 年東京都知事選 

宇都宮健児さんの「都民一人ひとりの生存権を守

る」たたかいに連帯します 

前回、2016 年の東京都知事選に際して、小池百合子

さんは「7 つの 0（ゼロ）」を掲げ、待機児童、介護離

職、残業、満員電車、多摩格差などの解消を公約しま

した。そしてメディアの無批判な熱狂のなか圧勝を遂

げると、その 1 年余り後には「希望の党」を立ち上げ、

国政への再進出に野心を燃やし、都政を放りなげよう

とさえしました。 

「五輪関連予算の適正化」という公約にしても結局

はなすすべもなく膨張するに任せ、コロナ禍のなかで

も「通常開催」に固執し後手後手の対応を今に至るま

で繰り返しています。「ロックダウン」に「東京アラー

ト」とメディア受けを狙った空疎なカタカナ言葉を

次々と打ち出して目先を変えれば、4 年前の公約など

ほとんど何も実現せずとも現職圧勝ムードのうちに再

選できると目論んでいるかのようです。またもやメデ

ィア現象を仕掛けた先には、再度、都知事ポストを足

がかりにした国政復帰を射程に入れているのかもしれ

ません。 

こうした既視感のある展開に諦めのような空気さえ 

 

 

ただようなか、宇都宮健児さんが東京都知事選に立候

補する決意を表明しました。 

「都民一人ひとりの雇用を守る、営業を守る、住ま

いを守る、生活を守る、命をまもる」と訴える宇都宮

さんは、これまで小池都政が推し進めてきた都立・公

社病院の独立行政法人化を中止し、都民の命を守る医

療体制の充実と自粛・休業要請等に対する補償の徹底

などを緊急の課題と位置づけ、学校給食の完全無償化、

都営住宅の新規建設、家賃補助制度・公的保証人制度

の導入、原発事故避難者に対する住宅支援などの具体

的な政策を掲げ、都民の「生存権」を守ることを約束

しています。 

コロナ禍が惹き起こした医療崩壊の危機、貧困や差

別の蔓延に対して、今まさに世界中の市民が、一人ひ

とりの尊厳と権利、そして生存権をかけたたたかいに

立ち上がり、分断を乗り越える連帯の大きな広がりを

つくろうと取り組んでいます。私たち市民連合は、宇

都宮さんが勇気を奮ってこのグローバルなうねりに呼

応し、東京都知事選に立候補されたことを歓迎します。

また、自己責任と排除、差別と偽りの小池都政に終止

符を打つ宇都宮さんのたたかいに連帯し、精一杯の支

援を行います。 

 

2020 年 6 月 13 日 

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合 

 
 

〒169-0073 新宿区百人町 1-25-7        ℡・Fax03-5577-7680 

メールアドレス: 1kushimin@gmail.com  ツイッター:https://twitter.com/1kushiminrengo 
 

 

 

 ６月 18 日告示、７月５日投開票の東京都知事選挙について、東京１区市民連合は、野党共闘

候補者として立候補した宇都宮けんじさんの支援を決めました。コロナウイルス感染対策もあ

り、メールを活用して変則的でしたが、呼びかけ人の間で持ち回り形式によって確認しました。 
 小池都政にサヨナラし、都民による都民のための都政を目指して立候補された宇都宮さんの当

選めざしご支援いただきますよう、お願いするものです。           （事務局） 
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「みんなの新宿をつくる会」との共催となります。ぜひご参加を！ 

■東京１区市民連合第 15 回呼びかけ人会議のご案内■ 

７月 10 日（金）18:30～ エデュカス東京地下会議室 


